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翻

訳

政
治
汚
職
・
腐
敗
と
民
主
主
義ス

l
ザ
ン
・

ロ
ー
ズ
H
ア
ッ
カ

l
マ
ン

訳

可
d

田

j閏

〈
訳
者
ま
え
が
き
〉

以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
米
国
イ
ェ

l
ル
大
学
へ
ン
リ
l
－

R
・ル
l
ス
記
念
講
座
法
学
部
教
授
、

ス
l
ザ
ン
・
ロ

l
ズ
川
ア
ッ
カ

ー
マ
ン
（
ω
5
S
F）
m
O
E
〉
n
W
2
5
2）
の
政
治
汚
職
・
腐
敗
に
関
す
る
比
較
的
近
年
の
論
説
、

E

旬。－
E
S－
noコ
毛
色
。
ロ
自
己
ロ
0
5・

02ωnv、1
円。さ同町内同凡
内定
町
、
。
之
さ
ミ
。
L

＼
」
『
ミ
ミ
お
む
な
。
更
に

h
b
s
k。－
E
W
E
S
b
H）・
ω
∞ω・ω誌
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
ロ

l
ズ
リ
ア
ッ
カ
l
マ
ン
は

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
ウ
ェ
ル
ズ
リ
l
大
学
で
学
ん
だ
後
、
イ
ェ

l
ル
大
学
で
博
士
号
を
取

得
し
、
そ
の
後
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
等
で
教
鞭
を
と
り
、

一
九
八
七
年
以
降
イ
ェ

l
ル
大
学
教
授
の
地
位
に

ふ
め
フ
Q

。
本
訳
稿
が
対
象
と
す
る
政
治
汚
職
・
腐
敗
は
、
古
く
て
新
し
い
テ
l
マ
で
あ
る
。
そ
の
分
、
種
々
の
移
し
い
数
の
研
究
が
こ
れ
ま
で

（阪大法学）53 (1 297) 297〔2003.5〕



訳

蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
同
分
野
の
研
究
状
況
を
一
望
す
る
に
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
、
英
国
ダ
l
ラ
ム
大
学
教
授
の
周
忌

q円

広
自
由
を
シ
リ
ー
ズ
編
集
者
と
す
る
論
文
選
集
、

同
】
君
、
。
～
N

．たロミ
ha円
二
遣
、
な
も
お
（
（
U
F
O
］
件
。
口
町
田
日
開
門
言

R
己
巴
m
百円

F
H
E－∞
E
ロ
や

翻

N
C
C
C
）
全
四
巻
が
役
立
つ
。

二
篇
（
訳
注
1
）
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ズ
リ
ア
ッ
カ
l
マ
ン
の
論
説
も
、

ロ
ー
ズ
U
ア
ッ
カ
l
マ
ン
の
研
究
分
野
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
こ
に
そ
の
研
究
の
一
端
を
紹
介
す
る
汚
職
・
腐
敗
に
関
す
る

研
究
以
外
に
も
、
政
治
経
済
学
、
法
と
経
済
、
行
政
法
、
環
境
法
、
公
共
政
策
、
非
営
利
組
織
な
ど
と
、
同
教
授
の
学
問
的
関
心
に
は

実
に
幅
広
い
も
の
が
あ
る
（
訳
注
2
）
。
汚
職
・
腐
敗
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
冊
の
単
著
が
物
さ
れ
て
い
る
。

つ
は

九
七
八
年
に
出
版
さ
れ
た
、

haC
『
芸
、
足
。
芯
～
h
M山
言
、
し
て
な
同
）
。
～
刊
と
ミ
～
同
右
足
。
き
い
て
（
Z
命
者
J

へ
。
晃
一
〉

g門】巾
B

－n
p・2
少

H
S∞
）
で
あ
り
、

汚
職
・
腐
敗
研
究
の
実
証
理
論
を
目
指
し
た
同
書
は
、
こ
の
分
野
で
の
最
大
の
理
論
的
貢
献
を
行
っ
た
研
究
と
し
て
極
め
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
政
治
家
や
官
僚
が
、
汚
職
・
腐
敗
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
原
因
は
何
な
の
か
。

ア
ク
タ
ー
が
持
つ
諸
目
標
聞
の
ト
レ
ー
ド
オ

フ
様
式
を
新
制
度
論
的
に
検
討
す
る
作
業
を
通
じ
て

ロ
ー
ズ
リ
ア
ッ
カ
l
マ
ン
は
、
政
治
家
、
幹
部
宵
僚
の
汚
職
に
つ
い
て
は
、
議

会
、
政
党
、
選
挙
、
利
益
集
団
が
、
ま
た
下
級
官
吏
の
汚
職
に
つ
い
て
は
、
裁
量
権
の
種
類
と
程
度
、
企
業
の
市
場
寡
占
度
、
役
所
内

の
制
裁
構
造
が
、
汚
職
の
主
た
る
機
会
構
造
を
形
成
し
、
汚
職
誘
因
を
誘
発
す
る
、

と
の
知
見
を
提
示
し
た
。

と
こ
ろ
で
従
来
、
政
治
汚
職
・
腐
敗
は
、
主
と
し
て
発
展
途
上
国
の
一
種
の
「
風
土
病
」
と
し
て
、
例
え
ば
家
産
制
、
官
僚
主
義
、

情
実
主
義
、
縁
故
主
義
、
思
顧
u
u
庇
護
主
義
、

ク
ロ
ー
＝

l
資
本
主
義
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
と
の
関
連
で

い
わ
ば
一
同

主
義
的
に
分
析
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

一
九
九

0
年
代
以
降
に
急
速
に
進
行
す
る
政
治
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
新
自
由
主
義

の
席
巻
は
、
先
進
諸
国
を
も
含
め
て
、
汚
職
・
腐
敗
研
究
の
裾
野
を
広
げ
る
状
況
を
加
速
し
、
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
開
発
援
助
、

借
款
借
入
国
政
府
の
統
治
能
力
、
内
発
的
発
展
と
の
関
連
で
、
ま
た
旧
権
威
主
義
・
旧
共
産
主
義
諸
国
に
あ
っ
て
は
民
主
的
政
治
体
制

へ
の
移
行
問
題
と
の
関
連
で
、

さ
ら
に
は
先
進
諸
国
に
あ
っ
て
は
民
営
化
や
規
制
緩
和
と
の
関
連
で
、
汚
職
・
腐
敗
現
象
は
改
め
て
注

ぜ
ぐ
ロ
ー
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祝
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
時
代
状
況
を
強
く
意
識
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
が
、
同
教
授
二
冊
目
の
著
作
、

一
九
九
九
年
に
公
刊
さ
れ
た

向
。
可
晴
、
之
、
H
h
C
E

むミ

h
N
Cミ
ミ
ミ
芯
ミ
刊
行
（
UQNam師、向。
52NKミ
刊
号
、
白
書
川
河
A
P三世（（
vmEσ
ユ
己

mohmwEσ
ユ
己
肉
巾

d
E
4
0
2芹
可
℃
目
印
少

E
S）
で
あ
る
。

同
書
で
展
開
さ
れ
る
発
展
途
上
国
、

旧
共
産
主
義
諸
国
に
蔓
延
す
る
汚
職
や
レ
ン
ト
・
シ
l
キ
ン
グ
活
動
の
重
層
的
な
分
析
に
は
、
世

界
銀
行
や
透
明
化
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
初
め
、
多
く
の
国
際
機
関
で
の
共
同
研
究
の
成
果
が
見
事
に
結
実
し
て
い
る
。
前
書
同
様

の
新
制
度
論
的
比
較
政
治
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
副
題
が
一
不
す
汚
職
・
腐
敗
の
原
岡
・
結
果
の
分
析
改
革
案
を
以
前
に
も
ま
し
て

有
効
か
つ
実
効
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
訳
稿
は
、
同
書
の
、
（
U
Y
M
G
Z可

山
口
仏

打
。
コ
」
」
℃
色
。
口
一

∞・ヮ
2
出
。

qmnV1

H
R
B
Z〈
2
自
己
見
広
2
目、（リ｝

g
z
q
p
h。
E
3
Eロ
m
H】

（

L
E
E－
旬
。
者
号
、

n
z
z
q
口一口
0
5
2昨
日
の
わ
。
ロ
門
皆
吉
日
問
。
吋

同
m

凶
問
。
吋
自
の
抄
論
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
意
昧
で
、
本
訳
稿
は
、
民
主
政
に
お
け
る
汚
職
の
誘
困
を
立
法
過
程
、
選
挙
過
程
に
探

り
、
統
治
構
造
の
形
態
、
政
治
資
金
の
調
達
方
法
、
選
挙
制
度
の
あ
り
方
と
汚
職
・
腐
敗
と
の
相
互
関
係
を
多
角
的
に
検
討
し
、
政
治

と
市
場
と
の
関
係
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
汚
職
・
腐
敗
の
実
効
的
な
抑
制
・
改
革
デ
ザ
イ
ン
を
示
唆
す
る
、
向
。
ミ
る
芯
お

csh還
さ
さ
刊
の
概
要
の
性
格
を
帯
ぴ
る
も
の
で
も
あ
る
。

政治汚職・腐敗と民主主義

最
後
に
な
っ
た
が
、
邦
訳
を
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
ス

l
ザ
ン
・
ロ
ー
ズ
川
ア
ッ
カ
l
マ
ン
教
授
、

な
ら
び
に
掲
載
誌
『
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
国
際
法
雑
誌
』
編
集
部
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

［
付
記
］
本
訳
稿
は
、
平
成
一
凹
・
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
B
）
「
政
治
腐
敗
・
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
に
関
す

る
比
較
政
治
学
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
河
田
潤
一
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
原
著
者
の
ロ

l
ズ
リ
ア
ッ
カ
l
マ
ン
教
授

は
、
本
科
学
研
究
費
研
究
の
海
外
共
同
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

h
N
お
h
H
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政
治
汚
職
・
腐
敗
と
民
主
主
義

序
ョι
両岡

民
主
的
な
政
治
体
制
は
、
そ
う
で
な
い
政
体
よ
り
も
政
治
汚
職
・
腐
敗
か
ら
自
由
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
治
家
の
再
選
へ
の
意
欲
が
、

カ
ネ
へ
の
執
着
を
抑
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
主
的
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
る
国
で
は
、
市
民
的
自
由
や
言
論
の
自
由
が
保
障
さ
れ

る
可
能
性
は
高
い
。
こ
う
し
た
構
造
が
、
聞
か
れ
た
透
明
な
政
府
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
非
民
主
的
な

国
家
に
お
い
て
は
、
汚
職
・
腐
敗
へ
の
誘
閃
が
蔓
延
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
抑
制
と
均
衡
が
効
か
な
い
政
府
は
、
支
配
者
が
そ
の

気
に
さ
え
な
れ
ば
い
つ
で
も
聾
断
で
き
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
た
対
比
は
、
あ
る
い
は
極
端
に
す
ぎ
よ
う
。
専
制
的
政
体
の
腐
敗

政治汚職・腐敗と民主主義

構
造
と
見
粉
う
よ
う
な
汚
職
構
造
の
例
は
、

ア
メ
リ
カ
の
地
方
政
府
を
一
瞥
す
れ
ば
足
り
よ
う
。
近
年
、
数
多
く
の
国
々
で
、
政
治
家

が
贈
収
賄
絡
み
の
醜
聞
に
連
座
し
て
き
た
。
統
治
政
体
が
た
と
え
民
主
的
だ
と
し
て
も
、
汚
職
の
防
止
に
常
に
成
功
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
民
主
的
な
政
府
の
特
徴
の
な
か
で
、

ど
の
要
素
が
腐
敗
し
た
取
引
を

抑
制
し
、
あ
る
い
は
逆
に
、
汚
職
・
腐
敗
の
培
養
士
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
意
味
あ
る
作
業

だ
と
い
え
よ
う
。

民
主
的
な
法
治
政
体
は
、
経
済
活
動
に
対
し
て
も
安
定
し
た
枠
組
み
を
り
え
る
。
こ
の
枠
組
み
が
順
調
に
働
く
た
め
に
は
、
政
治
家

（阪大法学） 53 (1-301) 301〔2003.5〕



訳

の
再
選
追
求
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
再
選
に
不
安
は
付
き
物
だ
が
、
耐
、
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、

「
安
定
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
は
、
こ
う
し
た
現
実
か
ら
生
じ
る
。
政
治
家
の
椅
子
が
過
度
に
保
障
さ
れ
る
と
、
汚
職
を
生
み
や
す
い
土
壌
が
用
意

翻

さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
だ
が
逆
に
、
こ
の
安
定
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、

政
治
家
の
座
が
不
安
定
す
ぎ
て
も
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、

競
争
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
汚
職
を
抑
制
し
う
る
制
度
と
な
り
え
よ
う
。
現
職
政
治
家
へ
の
最
も
庶
裁
な
「
罰
」
は
、
投
票
過

程
で
現
れ
る
。
有
権
者
は
、
汚
職
自
体
を
目
撃
せ
ず
と
も
、
疑
わ
し
き
政
治
家
を
選
挙
で
懲
ら
し
め
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
賄
賂
や
選

挙
運
動
へ
の
違
法
な
献
金
が
、
政
治
家
が
も
た
ら
す
利
益
へ
の
見
返
り
に
贈
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
便
益
は
、
腐
敗
政
治
家
へ
の

贈
賄
が
な
け
れ
ば
子
に
入
ら
な
か
っ
た
類
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
地
一
冗
選
挙
区
を
利
す
る
政
策
の
支
持
を
怠
る
よ
う
な
政
治
家

は
、
次
副
選
挙
で
「
し
っ
ぺ
返
し
」
を
受
け
る
に
違
い
な
い
。

民
主
政
に
お
け
る
汚
職
に
特
有
な
誘
因
は
、
選
挙
過
程
、
立
法
過
程
の
形
態
や
選
挙
資
金
の
集
め
方
に
関
連
す
る
。
そ
こ
で
、
筆
者

は
ま
ず
最
初
に
、
選
挙
制
度
と
汚
職
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
後
、
汚
職
の
可
能
性
が
、
政
治
構
造
と
私
富
の

関
係
に
い
か
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
汚
職
が
否
が
応
に
も
残
る
民
、
王
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す

る
場
合
の
条
件
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

選
挙
制
度

民
主
政
に
お
い
て
は
、
投
票
ル

l
ル
と
立
法
過
程
は
、
基
本
的
な
政
治
的
亀
裂
と
相
互
に
影
響
し
合
い
、
汚
職
の
機
会
に
影
響
を
与

え
る
。
政
治
シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
政
策
は
、
幅
広
い
利
益
に
基
づ
く
も
の
と
、
焦
点
を
狭
く
す
る
私
的
・
集
団
的
便
益
が
入
り
混
じ

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
防
は
公
共
財
で
は
あ
る
が
、
防
衛
関
連
の
事
業
・
調
達
契
約
や
軍
事
基
地
を
子
に
す
る
企
業
や
地
域
に
は
莫

大
な
個
別
的
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
国
家
が
個
別
的
な
便
益
を
供
与
す
る
場
合
、
汚
職
・
腐
敗
へ
の
誘
因
は
増
え
る
。
と
は
い
っ
て
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も
、
汚
職
と
政
治
構
造
と
の
関
係
は
さ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、

二
つ
の
対
照
的
な
民
主
的
な
政
治
の
型
を
考
え
て
み
た
い
。
第
一
の
型
は
、
焦
点
が
狭
く
限
定
さ
れ
た
便
益
を
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
こ
の
場
合
の
シ
ス
テ
ム
は
、
汚
職
に
子
を
染
め
ず
に
特
定
の
集
団
に
政
治
的
な
影
響
力
を
行
使
で
き
る
。

ア
メ
リ
カ
が

そ
う
で
あ
る
が
、
弱
い
政
党
を
べ

l
ス
に
し
た
相
対
多
数
制
の
も
と
で
は
、
政
府
事
業
の
受
益
者
は
地
理
的
に
集
中
し
た
人
口
集
同
や

地
域
産
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
比
例
代
表
制
の
場
合
も
、
狭
い
利
益
に
立
脚
し
て
大
き
な
影
響
力
を
振
る
う
全
国
的
な
政
党
を
形
成
す

る
の
に
有
利
に
働
き
う
る
。
本
当
は
賄
賂
の
支
払
い
を
厭
わ
な
い
集
団
が
、

そ
の
必
要
が
な
い
と
い
う
単
純
な
理
由
だ
け
で
、
汚
職
・

腐
敗
指
数
が
著
し
く
低
い
シ
ス
テ
ム
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
う
る
の
だ
。

だ
が
、
前
者
の
場
合
で
も
、
狭
い
利
益
を
べ

l
ス
に
し
た
集
団
が
全
て
直
接
的
な
政
治
的
影
響
力
を
持
ち
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
適

法
な
選
挙
運
動
献
金
を
通
じ
て
便
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
集
団
も
あ
れ
ば
、
違
法
な
献
金
や
賄
賂
を
使
う
集
団
も
あ
る
。
国
民
の
多

く
が
、
政
府
を
私
的
便
益
の
打
ち
出
の
小
槌
と
見
て
お
れ
ば
、
政
治
家
は
こ
の
種
の
報
酬
の
授
受
を
一
蹴
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
国

民
が
清
廉
さ
に
寄
せ
る
期
待
度
が
低
け
れ
ば
、
違
法
と
は
い
え
な
い
情
実
任
問
や
、

不
法
な
便
宜
の
蹴
居
に
子
を
貸
す
ヲ
」
と
に
な
る
。

贈
収
賄
の
頻
度
は
、
狭
い
利
益
の
集
団
に
も
た
ら
さ
れ
る
適
法
な
便
益
の
レ
ベ
ル
に
反
比
例
す
る
感
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
常
に
真

政治汚職・腐敗と民主主義

と
は
限
ら
な
い
。
実
際
に
は
社
会
に
は
、
政
治
的
影
響
力
が
政
治
シ
ス
テ
ム
の
構
造
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
集
団
と
、
不
当
な
賄

賂
を
餌
に
や
む
な
く
影
響
力
を
買
わ
ざ
る
を
え
な
い
集
団
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
だ
。

政
治
家
は
、
普
通
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
の
集
団
が
直
接
対
立
し
な
い
よ
う
に
、
種
々
の
施
策
を
練
り
合
わ
せ
る
。
政
治
家
は
、

一
冗
有
権
者
一
般
を
利
す
る
事
業
を
支
持
し
つ
つ
、
裏
で
契
約
や
職
を
欲
し
が
る
連
中
か
ら
賄
賂
を
せ
し
め
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
こ

の
種
の
所
業
は
、
当
該
事
業
の
質
を
落
と
し
、
事
業
コ
ス
ト
だ
け
を
押
し
上
げ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
有
権
者
に
ば
れ
る
こ
と
は
ま

ず
な
い
。
例
え
ば
、
政
治
家
が
、

地
一
疋
選
挙
区
に
港
湾
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
公
的
資
金
を
子
に
す
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の 地
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政
治
家
が
、
賄
賂
を
当
て
に
で
き
そ
う
な
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
公
共
事
業
の
請
負
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

也
E
T
J
 

支
持
を
幅
広
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
運
動
を
、
準
備
・
展
開
す
る
よ
り
他
に
道
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
他
に
方
法
が
な
い
と

汚

手
段
を
講
じ
て
獲
得
し
た
7.'一品へ
すそ
』L

事
業
グ〉

供

契
約
や
許
認
可
カf

賄
賂
σ〉
源
泉
で
あ
る

と
は
万
人
が
承
長日
す
る
と

ろ
で
あ
る
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次
に
、
第
二
の
政
治
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
厳
格
な
政
党
規
律
と
二
大
政
党
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
み
よ
う
。
総
体
的
に
い
え

元
選
挙
民
も
事
業
の
恩
恵
に
与
れ
る
。
狭
い
焦
点
を
持
つ
公
共
計
画
と
違
法
な
賄
賂
は
両
立
す
る
の
で
あ
る
。

翻

ぱ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
賄
賂
な
ど
と
は
無
縁
で
、
住
民
の
大
半
に
益
す
る
幅
広
い
基
盤
に
立
つ
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
う
る
可
能
性

が
高
い
。
資
金
力
が
あ
っ
て
も
狭
い
利
益
に
立
脚
す
る
集
団
は
、
政
治
に
お
け
る
自
ら
の
重
要
課
題
を
推
し
進
め
る
に
は
、
政
治
的
な

い
う
だ
け
で
、
選
挙
運
動
へ
の
献
金
（
適
法
、
違
法
を
問
わ
ず
）
が
増
加
し
た
り
、
汚
職
が
増
え
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、

だ
が
、
嵩
じ
る
汚
職
・
腐
敗
行
為
も
、

一
般
市
民
が
汚
職
、
総
じ
て
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
断
同
た
る
批
判
的
態
度
を
と
る
可
能
性
が

あ
れ
ば
、
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
政
治
」
領
域
が
高
度
に
競
争
的
な
ら
ば
、
市
民
は
自
分
た
ち
の
信
念
を
さ
ら
に
実
効
あ
る
も

の
と
で
き
よ
う
｜
｜
代
議
士
は
、
地
元
選
挙
民
の
要
求
に
逆
ら
っ
て
行
動
す
る
自
由
を
ほ
と
ん
ど
持
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
賄
賂
の
効
く
影
響
力
を
獲
得
し
た
い
人
々
は
、
最
も
安
く
買
い
叩
け
る
政
治
家
を
標
的
に
し
た
が
る
。
他
の
条
件
が
同
じ

な
ら
、
こ
の
子
の
政
治
家
は
、
無
風
選
挙
区
に
安
定
す
る
代
議
士
、
落
選
必
至
の
候
補
者
、
自
分
か
ら
、
あ
る
い
は
任
期
切
れ
で
辞
職

を
控
え
る
国
会
議
員
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
任
期
が
あ
る
た
め
に
議
員
に
カ
ム
バ
ッ
ク
で
き
な
い
政
治
家
は
、
汚
職
に
子
を
染
め
や

（

1
）
 

す
い
。政

党
指
導
者
は
、
受
身
の
関
係
者
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
強
い
政
党
規
律
は
、
公
的
目
標
の
促
進
に
役
立
つ
が
、
同
時
に
、
法
外
な

賄
賂
の
要
求
を
値
切
る
の
に
も
役
立
つ
。
組
織
化
さ
れ
た
財
力
が
あ
る
利
益
が
、
争
点
の
両
側
に
存
在
し
て
い
る
と
き
に
は
、
政
党
リ

ー
ダ
！
と
政
策
課
題
設
走
者
は
、
賄
賂
提
供
者
を
競
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
ま
た
賄
賂
を
強
要
し
よ
う
と
、
彼
ら
に
不
利



（

2
）
 

な
法
律
の
制
定
を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
も
し
単
一
の
政
党
、
あ
る
い
は
安
定
し
た
政
党
連
立
が
立
法
府
を
支
配
し
て

お
り
、
特
に
組
織
的
利
益
が
競
争
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
、
地
位
を
悪
用
し
た
取
引
か
ら
応
分
の
利
得
を
引
き
出
す
こ
と
だ
っ
て
で
き

ト
ム
？
っ
。鋭

く
分
裂
し
た
社
会
に
あ
っ
て
は
、
政
府
が
狭
い
政
治
的
利
得
の
交
換
に
立
脚
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
で
の
問
題
と

は
、
汚
職
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
は
、
範
囲
を
あ
ま
り
に
も
限
定
し
た
政
治
的
後
援
関
係
に
よ
っ
て
身
動
き
の
と
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
多
極
共
存
型
」
シ
ス
テ
ム
は
、

ア
l
レ
ン
ト
・
レ
イ
ブ
ハ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
分
裂
し
た
社

（

3）
 

会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
定
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
望
ま
し
い
シ
ス
テ
ム
と
評
価
さ
れ
る
。
ラ
－

7
グ
イ
ニ
ア
は
、
安
定
の

（

4
）
 

問
題
に
は
大
し
て
関
心
が
な
く
、
少
数
派
が
今
ま
で
以
上
に
政
治
権
力
の
取
り
分
を
増
や
す
こ
と
に
力
点
を
置
く
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の

司
a
H↓
寸
＋
」
。

1
2
1
4
1
1
u
 

一
連
の
非
効
率
な
レ
ン
ト
・
シ
l
キ
ン
グ
的
取
引
を
通
し
て
実
現
さ
れ
う
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
悪
い
場
合
に
は
、

し
た
取
引
が
一
般
の
人
々
で
は
な
く
、
種
々
の
基
底
集
団
の
幹
部
の
み
を
利
す
る
だ
け
に
終
始
し
か
ね
な
い
。

研
究
者
の
な
か
に
は
、
分
裂
社
会
で
は
調
整
促
進
誘
因
を
組
み
込
ん
だ
よ
う
な
政
治
生
活
が
組
織
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、

と
主
張

政治汚職・腐敗と民主主義

す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
特
に
ド
ナ
ル
ド
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
民
族
や
他
の
社
会
集
団
を
超
え
る
形
で
、
幅
広
い
ア
ピ
ー
ル
を

（

5
）
 

行
う
こ
と
が
で
き
る
政
治
家
を
利
す
る
よ
う
な
選
挙
制
度
を
提
案
し
て
き
た
。
問
題
は
政
府
の
不
安
定
さ
の
み
な
ら
ず
、
汚
職
発
生
率

を
含
む
政
府
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
別
の
側
面
で
も
あ
る
。
世
界
銀
行
の
二
人
の
研
究
者
の
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
社
会
が
民
族
に
よ

っ
て
大
き
く
分
断
さ
れ
て
い
る
場
合
、
よ
く
機
能
す
る
有
能
な
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
国
家
は
、
汚
職
と
は
無

（

6
）
 

縁
で
強
力
な
統
治
制
度
を
設
営
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
民
族
的
な
分
裂
が
も
た
ら
す
不
利
益
を
克
服
し
う
る
。
民
族
的
な
分
裂
に
う
ま

く
対
処
で
き
な
け
れ
ば
、
国
家
は
全
体
の
繁
栄
の
促
進
に
資
す
る
よ
り
は
、
利
権
の
共
食
に
終
始
す
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
ナ
イ

ジ
エ
リ
ア
で
は
、
政
府
な
る
も
の
短
命
で
、
常
々
別
々
の
民
族
連
合
を
代
表
し
て
き
た
。
軍
事
政
権
と
選
挙
政
治
の
時
代
が
頻
繁
に
入

そ、つ
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れ
替
わ
る
。
政
治
生
活
は
建
設
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
よ
り
も
、

（

7
）
 

レ
ン
ト
・
シ

l
キ
ン
グ
活
動
に
か
ま
け
て
き
た
。
汚
職
は
、
政
府
要
職

者
聞
の
能
力
お
よ
び
政
治
的
意
思
の
欠
如
を
示
す
。
非
常
に
厳
し
い
社
会
的
分
裂
と
い
う
状
態
の
な
か
で
、
政
府
は
内
戦
を
回
避
す
る

翻

こ
と
が
精
一
杯
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
事
も
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
部
の
分
裂
国
家
で
は
、
政
治
権
力
が
常
に
同
じ
支
配
集
団
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
多
数
派
の
一
員
で
あ

る
政
治
家
は
、
少
数
派
民
族
集
団
を
悪
魔
と
擬
す
な
ん
ら
か
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
虜
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

他
方
で
は
少
数
派
が
そ
こ
そ
こ
存
在
感
を
一
不
す
の
を
黙
認
す
る
代
償
に
、
彼
ら
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
手
の
現
象

は
、
少
数
派
集
団
に
カ
ネ
が
あ
り
、
彼
ら
が
実
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
場
合
に
は
、

と
り
わ
け
普
通
に
観
察
さ
れ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
。
こ
の
種
の
汚
職
は
、
特
に
情
実
人
事
や
、
独
占
事
業
関
係
を
固
め
る
密
な
私
的
併
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、

や
っ
か
い
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
ら
の
利
得
は

一
般
大
衆
の
品
の
な
さ
こ
そ
が
一
因
だ
、

と
の
弁
解
も
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
汚

職
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
明
る
み
に
な
り
、
特
に
そ
こ
で
行
き
来
し
た
利
得
が
当
該
事
業
を
怠
図
的
に
捻
じ
曲
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
政
治

指
導
者
と
財
界
親
分
が
む
さ
ぽ
る
利
益
を
最
大
に
す
る
た
め
に
、
競
争
者
の
参
入
を
制
限
す
る
た
め
の
対
価
で
あ
る
こ
と
が
表
沙
汰
に

な
れ
ば
、
民
族
的
な
激
し
い
反
発
を
食
ら
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
改
革
家
に
と
っ
て
の
一
つ
の
や
っ
か
い
な
問
題
が
浮
上
す
る
。
そ

の
問
題
と
は

一
集
団
に
よ
る
支
配
は
避
け
が
た
い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
指
導
者
の
選
出
も
、
方
法
に
よ
っ
て
は
他
の
諸

（

8
）
 

正
当
か
つ
清
廉
な
仕
方
で
行
う
こ
と
に
な
り
う
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

集
団
の
調
整
を
、

u
H
J
ふ
占

1
l
l
 
一
つ
の
集
団
に
独
占
的
に
権
力
を
付
与
す
る
よ
う
に
国
家
を
組
織
す
る
の
で
は
な
く
、
在
職
者
に
長
期
的
な
物
の
見
方
を

と
ら
せ
、
来
る
選
挙
で
は
落
選
も
あ
り
う
る
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
誘
因
を
彼
ら
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
現
職
の
政
治
家
も
当
選

に
は
不
安
を
抱
く
も
の
の
、
再
選
の
結
果
、
再
度
議
場
に
戻
る
機
会
は
十
分
に
あ
る
と
思
う
は
ず
で
あ
る
。
野
党
は
、
汚
職
を
選
挙
運

ス
ポ
イ
ル
．
ス

と
脅
す
こ
と
で
監
視
役
を
果
た
す
。
有
権
者
が
私
的
な
利
権
で
は
な
く
政
策
に
関
心
を
持
て
ば
、
こ
の
よ
う

動
の
争
点
に
す
る
ぞ
、
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な
構
造
は
清
潔
な
政
策
形
成
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
。

要
約
す
れ
ば
、
政
治
汚
職
の
発
生
率
を
決
定
づ
け
る
の
に
、
中
心
的
な
次
元
が
三
つ
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
次
元
は
、
政
治
家
が
賄

賂
や
違
法
な
選
挙
運
動
資
金
の
受
け
取
り
を
何
と
も
思
わ
な
い
態
度
、

そ
う
し
た
賄
賂
を
大
目
に
見
る
選
挙
民
の
態
度
、

そ
し
て
金
持

ち
集
団
が
賄
賂
の
支
払
い
を
厭
わ
な
い
気
持
ち
に
影
響
を
及
ぽ
す
。
第
一
の
次
元
は
、
政
治
家
に
ば
ら
ま
き
を
可
能
と
す
る
、
焦
点
が

狭
い
利
得
の
存
在
で
あ
る
。
第
二
は
、
金
持
ち
集
団
が
こ
れ
ら
の
利
得
を
適
法
に
子
に
入
れ
る
力
で
あ
る
。
第
一
二
の
次
元
は
、
政
治
的

提
携
の
当
面
の
安
定
性
で
あ
る
。
こ
の
提
携
は
役
得
争
い
に
よ
っ
て
安
定
を
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
分
裂

し
た
社
会
の
政
府
が
不
安
定
な
可
能
性
も
高
い
。
不
安
定
さ
が
原
因
で
、
政
治
家
や
金
持
ち
階
級
が
短
期
的
に
子
に
で
き
る
私
的
便
益

の
獲
得
に
走
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
今
見
た
つ
一
つ
の
次
元
の
一
つ
、
あ
る
い
は
全
て
が
改
革
の
対
象
と
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
は
、
第
一
に
個
別
選
定
色
が
強
い
作
業
｜
｜
契
約
者
の
選
定
や
官
庁
関
係
の
仕
事
の
依
頼
ー
ー
か
ら
政
治
家
を
引
き
離
す
こ
と
が

で
き
る
。
選
挙
制
度
を
、
幅
広
い
基
盤
に
立
つ
基
底
集
同
を
満
足
さ
せ
る
誘
因
を
、
政
治
家
に
よ
り
多
く
与
え
る
よ
う
に
改
革
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
第
二
に
、
市
民
的
な
啓
蒙
活
動
を
通
し
て
有
権
者
を
、
政
治
シ
ス
テ
ム
か
ら
私
的
利
得
で
は
な
く
公
的
な
利
益
を
要
求

す
る
よ
う
に
教
育
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
狭
い
基
盤
の
集
団
に
は
汚
職
だ
け
が
残
さ
れ
た
道
、

政治汚職・腐敗と民主主義

居
直
り
を
許
す
危
険
性
を
伴
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
職
業
政
治
家
が
違
法
な
賄
賂
を
受
け
取
る
の
を
危
険
な
戦
略
に
も
し
う
る
。
第
三

に
構
造
改
革
を
通
し
て
、
本
質
的
に
独
裁
的
な
シ
ス
テ
ム
を
惹
起
せ
ず
に
、

い
っ
そ
う
の
安
定
性
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

政
治
家
は
、
失
職
を
心
配
す
る
は
め
に
な
る
が
、
再
選
が
可
能
と
思
え
る
よ
う
に
も
な
る
。
も
し
不
安
定
さ
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
あ

る
い
は
社
会
的
な
分
裂
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
に
は
、
改
革
を
通
じ
て
、
幅
広
い
意
見
、
あ
る
い
は
多
数
の
社
会
集
団
を
調
整
す
る
誘

肉
が
政
治
家
に
も
た
ら
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

と
の
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政
治
的
影
響
力
を
買
、
っ

翻

民
主
政
の
場
合
、
汚
職
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
選
挙
資
金
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
国
に
よ
っ
て
は
、
官
僚
の
汚
職
は
皆
無
に
近

い
と
し
て
も
、
腐
敗
し
た
政
治
過
程
に
苦
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

カ
ネ
と
無
縁
な
政
治
な
ど
想
像
で
き
な
い
相
談
だ
。
選
挙
に
は
カ

ネ
が
か
か
る
。
法
案
成
立
の
結
果
や
政
策
に
関
心
が
あ
る
金
持
ち
連
中
は
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
喜
ん
で
支
払
う
。
政
治
家

が
、
選
挙
資
金
調
達
の
圧
力
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
る
よ
う
な
場
合
、
そ
う
し
た
行
為
は
競
争
選
挙
が
持
つ
汚
職
減
少
効
果
を
弱
め
よ
う
。

民
主
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
選
挙
運
動
へ
の
献
金
者
に
政
治
家
を
売
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
、
資
金
調
達
の
方
法
を
見
出
す
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
献
金
の
適
法
／
違
法
の
線
引
き
は
、
政
府
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
治
家
に
よ
る
お
返
し

の
不
正
取
引
を
規
制
す
る
制
度
や
方
法
に
お
い
て
、
法
的
枠
組
み
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

資
金
力
が
あ
る
利
益
集
団
の
全
く
適
法
な
献
金
さ
え
も
、
懸
念
の
種
と
い
え
ば
種
で
あ
る
。
公
選
公
職
者
に
選
挙
資
金
を
出
す
集
団

は
、
立
法
過
程
で
の
何
ら
か
の
支
援
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
こ
の
種
の
集
団
は
そ
れ
と
同
時
に
、
｛
日
僚
と
の
取
引
や
契
約
・
許
認
可
関

連
の
問
題
へ
の
特
別
扱
い
を
も
期
待
し
て
い
る
。
有
権
者
は
、
選
挙
を
通
じ
て
代
表
者
た
る
政
治
家
を
罰
す
る
こ
と
が
で
き
、
過
度
に

特
殊
利
益
に
加
担
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
候
補
者
は
、
選
挙
で
×
を
つ
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
有
権
者
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
政
治
家
の
実
際
の
行
為
や
献
金
者
の
情
報
を
あ
る
程
度
彼
ら
が
知
り
え
た
場
合
で
あ
る
。
献
金
が
適
法
だ
と
い
う
理

由
で
公
開
も
さ
れ
ず
、
ま
た
有
権
者
が
献
金
へ
の
応
礼
を
ま
っ
た
く
知
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、

た
と
え
献
金
が
適
法
で
あ
ろ
う
と
も
、

汚
職
と
同
様
の
影
響
を
持
ち
え
よ
、
7
。

時
に
は
見
返
り
へ
の
期
待
は
、
極
め
て
直
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
、
米
国
ノ

l
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
の
事
件
で
は

現
職
知
事
へ
の
選
挙
運
動
献
金
に
対
す
る
見
返
り
が
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
建
設
会
社
が
、
知
事
に
献
金
の
返
却
を
求
め
た
の
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（

9
）
 

で
あ
る
。
二

O
世
紀
初
頭
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
あ
る
企
業
が
政
府
契
約
獲
得
に
対
す
る
側
面
支
援
へ
の
返
礼
と
し
て
あ
る
候
補
者
の
選
挙

（
問
）

運
動
を
応
援
す
べ
く
金
品
を
手
渡
し
た
。
日
本
で
は
、
地
元
企
業
の
政
府
契
約
獲
得
を
支
援
す
る
政
治
家
が
、
契
約
価
格
の
一
定
割
合

（
日
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。

を
リ
ベ
ー
ト
と
し
て
キ
ッ
ク
パ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
、

一
九
八

0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
で
は

慈
善
献
令
を
装
っ
た
政
治
献
金
が
、
立
法
的
な
見
返
り
を
期
待
し
て
複
数
の
政
党
に
ば
ら
ま
か
れ
た
。
当
時
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

（
ロ
）

国
会
議
員
が
図
っ
て
く
れ
る
便
宜
に
対
し
て
応
礼
す
る
こ
と
は
、
刑
罰
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

選
挙
資
金
が
当
選
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、

カ
ネ
に
よ
る
不
当
な
影
響
力
を
そ
も
そ
も
心
配
す
る
必
要
も
な
い
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
献
金
の
法
定
上
限
は
守
ら
れ
よ
う
。
献
金
が
当
選
／
落
選
に
与
え
る
影
響
力
に
つ
い
て
明
快
な
答
え
を
実

証
し
た
研
究
は
見
た
こ
と
な
い
が
、
政
治
家
と
献
金
者
が
カ
ネ
を
重
視
し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
が
な
さ
そ
う
で
あ

（
口
）

る
。
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
下
院
議
員
選
挙
で
は
、
莫
大
な
運
動
費
を
候
補
者
個
人
が
か
き
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

（

U）
 

選
挙
資
金
と
影
響
力
の
関
係
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
批
判
の
長
き
に
わ
た
る
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

ど
の
民
主
政
に
あ
っ
て
も
、
国
内
法
に
ま
っ
た
く
抵
触
し
な
い
よ
う
な
政
治
家
へ
の
献
金
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
選
挙
資
金
調
達

に
関
す
る
法
的
規
制
が
甘
い
と
感
じ
て
い
る
場
合
で
も
、
政
治
家
や
資
金
力
豊
富
な
支
援
者
は
、
違
法
な
献
金
が
も
っ
匿
名
性
を
好
む

政治汚職・腐敗と民主主義

や
も
し
れ
な
い
。
連
中
は
、
献
金
を
人
目
に
つ
か
ず
行
う
こ
と
で
違
法
な
見
返
り
を
隠
し
、
私
的
利
用
の
た
め
の
財
源
を
吸
い
上
げ
る

の
に
懸
命
に
な
る
。
だ
が
有
権
者
の
場
合
、
賄
賂
へ
の
見
返
り
に
与
え
ら
れ
た
優
遇
税
制
措
置
、
あ
る
い
は
政
府
事
業
の
請
負
を
大
日

に
見
ろ

と
い
っ
て
も
で
き
る
相
談
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
行
っ
た
汚
職
捜
査
、
す
な
わ
ち
「
清
潔
な
子
」
作
戦
は
、
汚
職
・
腐
敗
が
形
の
上
で
は
民
主
的
な
体
制

（
日
）

に
骨
の
髄
ま
で
蔓
延
し
う
る
様
子
を
十
分
な
証
拠
で
も
っ
て
暴
き
出
し
た
。
政
党
幹
部
は
、
政
治
家
志
望
者
を
賄
賂
の
授
受
を
日
課
と

（
山
山
）

す
る
地
杭
に
配
し
た
。
「
党
の
レ
ジ
係
」
を
生
業
と
す
る
連
中
が
、
賄
賂
集
め
と
公
共
事
業
契
約
の
ば
ら
ま
き
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
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（

げ

）

っ
た
。
連
中
は
党
の
金
庫
の
た
め
に
賄
賂
を
か
き
集
め
た
が
、
中
に
は
そ
の
一
部
を
ネ
コ
パ
パ
す
る
輩
も
い
た
。
違
法
な
献
金
者
は
、

翻

国
家
か
ら
思
惑
通
り
の
極
め
て
具
体
的
な
利
得
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
企
業
が
報
告
し
た
献
金
額
と
、
政
党
が
受
け
取

（
叩
印
）

っ
た
と
さ
れ
る
金
額
の
聞
に
は
、
大
き
な
聞
き
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

改
革
提
言
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
私
的
便
益
と
は
無
縁
な
開
明
的
投
票
者
を
擁
す
る
、
非
常
に
競
争
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て

は
、
迅
速
か
つ
完
全
な
情
報
公
開
と
い
っ
た
対
策
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
特
定
利
益
の
カ
ネ
と
結
び
付
き
、

そ
の
意
向

を
受
け
て
議
会
で
投
票
す
る
よ
う
な
政
治
家
は
落
選
す
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が
さ
ほ
ど
競
争
的
で
は
な
く
、
投

栗
者
も
情
報
に
疎
い
場
合
、
も
っ
と
直
接
的
な
規
制
が
必
要
と
な
る
。
献
金
額
の
法
定
限
度
が
な
け
れ
ば
、
政
治
家
が
大
口
献
金
者
に

便
宜
を
図
る
余
地
も
出
て
き
、
賄
賂
そ
の
も
の
が
、
候
補
者
の
態
度
や
行
動
に
つ
い
て
、
投
票
者
に
謬
見
を
も
た
ら
す
の
に
利
用
さ
、
ぇ

（叩）

で
き
る
の
で
あ
る
。

選
挙
資
金
調
達
の
制
度
設
計
を
考
え
る
場
合
の
一
つ
の
基
本
的
な
問
題
は
、
規
制
自
体
が
不
正
を
促
す
よ
う
な
規
制
の
回
避
で
あ
る
。

政
治
資
金
の
量
的
制
限
は
、
不
正
な
影
響
力
を
抑
制
す
る
方
法
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
が
、
厳
し
い
法
定
限
度
は
、
報
告
に
上
ら
な
い

一
九
九
四
年
三
月
改
正
以
前
の
政
治
資
金
規
正
法
（

一
九
七
五
｜
九
三

年
）
は
、
適
法
な
企
業
献
金
に
制
限
を
設
け
た
た
め
、
不
当
な
賄
賂
を
増
殖
さ
せ
る
は
め
に
な
っ
た
。
現
行
の
改
正
政
治
資
金
規
正
法

違
法
な
カ
ネ
の
移
動
を
助
長
し
う
る
。
例
え
ば
日
本
で
は

（
一
九
九
五
年
一
月
施
行
）
に
よ
る
政
治
家
個
人
へ
の
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
は
、

二
0
0
0年
に
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

（
訳
者
｜
｜
二

0
0
0年
一
月
か
ら
政
治
家
個
人
に
対
す
る
企
業
・
団
体
献
金
は

禁
止
さ
れ
た
）
。
先
進
諸
国
に
お
け
る
近
年
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
私
金
の
強
要
と
、
十
分
な
合
法
的
資
金
源
の
供
給
を
取
り
締
ま
る
、

明
確
な
ル

l
ル
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
企
業
献
金
の
影
響
力
は
、
献
金
企
業
に
個
別
に
便
益
を
も
た
ら
す
政
治

山
本
の
力
量
に
左
右
さ
れ
る
。
も
し
こ
の
種
の
便
益
が
法
律
で
禁
止
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
制
限
を
受
け
な
い
と
す
れ
ば
、

（｜坂大法学） 53 (1 310) 310〔2003.5〕



賄
賂
と
選
挙
運
動
へ
の
適
法
な
献
金
の
相
違
は
暖
昧
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
両
者
の
一
民
別
は
、
第
一
は
報
告
要
件
の
違
い
、
第
二
は
有
権

者
の
反
応
次
第
と
成
り
果
て
る
で
あ
ろ
う
。
違
法
な
賄
賂
が
ま
か
り
通
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
選
挙
資
金
調
達
を
改
革
し
よ
う
と
い

う
努
力
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
あ
っ
て
は
、
選
挙
資
金
規
正
の
た
め
の
ル

l
ル
は
ま
っ
た
く
デ
タ
ラ

（幻）

メ
の
感
が
強
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
違
法
な
献
金
が
、
近
年
の
反
汚
職
訴
訟
で
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

献
金
者
に
政
治
家
が
便
益
を
図
る
裁
量
行
為
を
規
制
す
る
方
法
を
探
る
た
め
に
は
、
政
治
資
金
規
正
法
の
細
項
の
先
を
改
革
者
は
考
、
ぇ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
選
挙
資
金
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
資
金
が
豊
富
な
大
口
献
金
団
体
の
過
度
の
影
響
力
に
主
に
集
中
し
て
き

（お）た
。
公
費
助
成
の
要
請
も
こ
こ
か
ら
牛
一
ま
れ
、

（

M
）
 

政
府
か
ら
の
公
費
支
出
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
九
七
四
年
に
は
緩
や
か
な
公
費
助
成
制
度
が
で
き
、
大
統
領
選
挙
に
対
し
て
は
連
邦

一
つ
の
解
決
策
は
情
報
公
開
で
あ
っ
た
。
企
業
は
献
金
を
行
う
た
め
に
は
、

P
A
C
 

そ
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
各
州
に

（お）

報
告
義
務
を
求
め
る
法
律
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
実
施
面
で
は
ま
っ
た
く
実
効
性
に
乏
し
く
、
ザ
ル
法
と
い
れ
で
も
仕
方
が
な
い
。
多

（お）

く
の
州
、
ま
た
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
政
党
へ
の
献
金
は
現
在
で
は
野
放
し
に
近
い
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

治
活
動
委
員
会
）
を
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
て
の
献
金
に
つ
い
て
、

政治汚職・腐敗と民主ギム義

政
治
資
金
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
に
は
、
四
つ
の
次
元
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
次
元
は
、
選
挙
資
金
費
用
の

抑
制
は
選
挙
運
動
期
間
の
短
縮
で
図
ら
れ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
選
挙
日
程
が
予
め
固
定
さ
れ
て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
選
挙

運
動
期
間
の
短
縮
は
な
ん
な
く
実
現
で
き
る
が
、
選
挙
日
程
を
簡
単
に
動
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
も
存
在
し
て
い
る
。
選
挙
費
用
を
抑
え

る
た
め
に
は
、

選
挙
運
動
の
方
法
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
も
一
計
で
あ
る
。
第
二
の
次
元
は
、
情
報
公
開
規
則
の
強
化
で
あ
る
。

リ
カ
に
は
極
め
て
厳
し
い
情
報
公
聞
の
要
件
が
存
在
す
る
が
、
多
く
の
記
録
は
選
挙
後
か
な
り
の
日
時
が
経
過
し
た
後
に
公
開
さ
れ

（幻）る
。
情
報
公
聞
の
実
施
に
よ
っ
て
、
特
殊
利
益
か
ら
の
献
金
が
目
に
余
る
候
補
者
に
は
、
市
民
は
投
票
し
な
い
こ
と
も
起
こ
る
で
あ
ろ 政

ア
メ
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う
し
、
ま
た
研
究
者
が
、
献
金
が
賄
賂
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
政
治
家
の
行
動
に
献
金
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
研
究

す
る
こ
と
に
も
道
が
聞
か
れ
る
。
第
三
の
次
元
は
、
資
金
の
規
制
が
個
人
献
金
を
対
象
と
す
る
法
律
も
あ
れ
ば
、
候
補
者
の
支
出
を
制

翻

限
す
る
法
律
も
あ
る
。
多
く
の
国
や
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
の
法
律
は
前
者
に
当
た
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
最
高
裁
が
、
連
邦
法
の
法

定
献
金
限
度
が
言
論
の
自
由
の
保
障
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
が
、

（
犯
）

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
基
本
的
な
次
の
問
題
が
重
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
的
な
政
府
が
、

一
部
の
州
法
の
献
金
下
限
は
連
邦
裁
判
所
で
取
り
消

一
般
市
民
が
政
党
や
候
補
者
を
支
持
す

る
た
め
に
、
献
金
に
よ
っ
て
自
ら
の
政
治
的
利
益
を
表
現
し
た
い
、

と
い
う
意
思
に
ど
の
程
度
ま
で
干
渉
で
き
る
か
、

と
い
う
問
題
で

ふめヲ
hv

。
第
四
の
次
元
は
、
資
金
調
達
の
資
金
源
の
一
つ
を
、
公
的
資
金
に
見
い
出
す
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
は
一
定
の

条
件
の
も
と
、
大
統
領
候
補
者
に
限
っ
て
選
挙
活
動
資
金
を
出
し
て
い
る
し
、
ま
た
政
治
活
動
に
対
し
て
公
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
州

（

却

）

（

初

）

も
あ
る
。
多
く
の
他
の
国
々
で
は
、
政
治
活
動
に
公
費
助
成
を
行
っ
た
り
、
税
控
除
や
資
金
の
借
入
を
認
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

よ
り
広
範
囲
の
公
費
助
成
を
主
張
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
反
対
の
人
々
は
、
公
費
助
成
や
法
定
支
出
限
度
が

現
職
者
を
保
護
し
、
小
政
党
に
不
当
に
不
利
に
働
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
公
費
助
成
の
方
法
は
、

（
出
）

設
計
で
き
る
が
、
実
行
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
設
計
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

現
職
者
有
利
で
な
い
よ
う
に
も

こ
れ
と
は
別
に
、
公
費
助
成
を
、
市
民
か
ら
そ
れ
相
応
の
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
候
補
者
に
限
っ
て
行
う
、

と
い
、
フ

考
え
方
も
あ
り
う
る
。
ブ
ル
ー
ス
・
ア
ッ
カ
l
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
着
想
は
、
投
票
す
る
側
に
、
彼
ら
が
選
ん
だ
候
補
者
を
支
持
す

（
認
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
公
費
助
成
を
資
金

る
パ
ウ
チ
ャ

l
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
、

配
分
の
平
等
な
シ
ス
テ
ム
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
民
主
的
な
価
値
も
増
進
さ
れ
、
資
金
力
豊
か
な
階
層
の
影
響
力
が
小
さ
く

な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
十
分
な
監
視
が
欠
け
れ
ば
、

パ
ウ
チ
ャ
ー
へ
の
違
法
な
支
出
が
増
え
る
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
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政
治
に
強
い
利
害
を
持
つ
富
裕
層
や
企
業
が
、
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
の
大
事
な
合
法
的
ル

l
ト
が
塞
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

や
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
ロ
ビ

l
活
動
を
通
じ
て
連
邦
下
院
議
員
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
う
し
た
条
件
下
で
は
金
銭

面
に
お
い
て
は
支
援
で
き
な
く
な
る
。
結
果
と
し
て
、
特
に
パ
ウ
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
る
競
争
で
負
け
た
政
治
家
の
周
り
で
、
陰
に
隠
れ
た

形
で
よ
り
多
く
の
賄
賂
が
行
き
来
す
る
は
め
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

パ
ウ
チ
ャ

l
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、
こ
の
手
の
集
金
ル

l
ト

を
恵
用
し
よ
う
と
い
う
誘
因
が
政
治
家
の
聞
で
強
ま
れ
ば
、

「
利
益
の
対
立
」
を
調
整
す
る
ル
ー
ル
が
そ
の
分
い
っ
そ
う
厳
格
に
実
施

さ
れ
る
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。
選
挙
資
金
改
革
は
、
そ
れ
ま
で
適
法
と
さ
れ
た
選
択
肢
を
塞
ぐ
こ
と
が
悪
事
へ
の
新
た
な
誘
因
を
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
、
注
意
深
く
設
計
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四

民
主
政
に
お
け
る
改
革
の
実
現

改
革
は
、
政
府
内
外
の
有
力
な
集
団
や
人
々
の
支
持
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
変
化
を
支
持
す
る
な
ん
ら
か
の
政
治
的

な
連
合
が
大
き
く
な
る
必
要
が
あ
る
。
改
革
過
程
に
は
、
次
の
二
つ
の
基
本
的
な
モ
デ
ル
が
あ
る
。

一
つ
は
、
政
治
権
力
の
行
使
に

も
う
一
つ
は
合
意
の
契
約
モ
デ
ル
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
改
革
の
せ
い
で
権
力
を
失
う
と
思
っ
て
い
る
人
々
が
、
改
革
に
よ
っ
て
他

政治汚職・腐敗と民主主義

の
候
補
者
に
投
票
数
で
勝
っ
た
り
、
あ
る
い
は
前
よ
り
ま
し
な
方
法
で
当
選
す
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
ま
た
、
連
中
が
委
員
会
の
役

員
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
り
、
別
の
面
で
改
革
で
損
し
た
分
を
補
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
結
構
改
苧
自
体
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ

て
起
こ
り
う
る
。
改
革
家
に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
的
決
定
は
、
自
分
た
ち
の
改
革
連
合
に
誰
を
含
め
、
改
革
コ
ス
ト
を
誰
に
引
き
受
け

さ
せ
る
か
、

と
い
う
決
定
で
あ
る
。
汚
職
官
吏
や
民
間
人
・
私
企
業
を
買
収
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
改
革
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
か
ら
こ
の

子
の
悪
党
を
締
め
出
す
べ
き
な
の
か
。
改
革
の
目
標
は
、
変
革
を
支
持
す
る
連
合
を
生
み
出
す
過
程
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
ま
で
踏
み

に
じ
ら
れ
る
の
か
。
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選
挙
を
め
ぐ
る
政
治
に
汚
職
は
付
き
物
で
あ
る
。
だ
が
、
腐
敗
し
て
い
て
も
、
民
主
的
な
政
府
の
場
合
に
は
汚
職
の
改
革
は
不
可
能

で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
都
市
政
府
は
、
公
職
人
事
や
公
費
調
達
に
関
連
す

一
九
世
紀
に
は
、

翻

る
諸
制
度
を
改
革
し
た
。
民
主
的
な
統
治
構
造
を
有
す
る
一
部
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
も
改
革
の
時
代
を
経
験
し
た
。
民
主
的
な

構
造
は

一
定
の
条
件
が
整
え
ば
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

民
主
的
な
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
、
公
務
員
改
革
に
関
す
る
パ

l
パ
ラ
・
ゲ
ッ
デ
ィ
ス
の
研
究
は
、

（お）

発
点
を
提
供
し
て
い
る
。
政
治
家
と
政
党
は
、
権
力
に
留
ま
り
た
い
の
だ
、
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
彼
ら
は
、

一
つ
の
有
益
な
出

ゲ
ッ
デ
ィ
ス
の

い
う
「
政
治
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
｜
｜
回
全
体
と
し
て
は
情
実
任
用
が
な
く
な
れ
ば
利
益
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
望
ん
で
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス

テ
ム
を
一
方
的
に
制
度
化
し
よ
う
と
い
う
誘
因
を
持
つ
よ
う
な
政
治
家
や
政
党
は
存
在
し
な
い
｜
｜
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
一
方
的
に
制
度
化
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
れ
に
見
合
う
政
治
的
利
得
も
な
い
ま
ま
に
競
争
相
手
に
票
を
与
え
る
は

め
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、

ゲ
ッ
デ
ィ
ス
は
、
改
革
が
持
つ
公
共
的
な
利
益
を
有
権
者
が
認
識
し
て
い
る
ケ
l
ス
を
想
定
す
る
。
改
革
を

叫
ぶ
政
治
家
は
、
利
権
絡
み
の
仕
事
の
手
持
ち
分
を
減
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
穴
を
埋
め
そ
う
な
政
治
的
支
持
を
獲
得
で

き
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
政
権
党
に
な
る
こ
と
を
ほ
ぼ
断
念
し
て
い
る
少
数
政
党
は
、
大
政
党
や
政
権
党
よ
り
も
何
も
気
に
せ
ず

に
改
革
を
支
持
で
き
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
少
数
政
党
は
あ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
直
両
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
党
の
改
革
の
立
場

が
、
米
る
選
挙
で
真
に
勝
利
を
期
待
さ
せ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
れ
ば
、

そ
う
し
た
期
待
が
当
の
少
数
政
党
の
改
革
熱
を
萎
ま
せ
て
し
ま
う

可
能
性
も
出
て
こ
よ
う
。
ま
た
政
党
が
権
力
を
と
れ
ば
、
政
権
奪
取
後
に
選
挙
公
約
を
破
る
こ
と
も
頻
繁
に
起
こ
る
。
そ
の
結
果
、
有

権
者
は
後
に
続
く
公
約
を
信
用
せ
ず
、
将
来
そ
の
種
の
公
約
に
い
い
顔
を
し
な
く
な
る
。

ゲ
ッ
デ
ィ
ス
は
、

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
と
政
党
は
、
改
革
の
こ
の
種
の
ジ
レ
ン
マ
を
認
識
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
彼
女
の

分
析
に
よ
れ
ば
、
改
革
が
成
功
す
る
場
合
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
単
独
政
党
が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
は
い
て
も
、
汚
職
や
利
権
が メ
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原
因
の
政
府
の
非
効
率
な
統
治
活
動
に
よ
っ
て
、
党
の
権
力
保
持
が
批
判
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
支
配
政
党
は
、
改
革
が

政
府
公
職
者
に
不
利
に
働
こ
う
と
も
、
改
革
を
支
持
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
選
挙
に
よ
っ
て
同
一
政
党
が
万
年
与
党
に
つ
い
て
き
た
と

し
で
も
、
同
じ
選
挙
が
支
配
政
党
を
牽
制
す
る
抑
制
効
果
を
持
つ
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
複
数
の
政
党
が
情
実
人
事
の
機
会
を
ほ
ぽ
同

じ
よ
う
に
持
ち
、
ま
た
改
革
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
に
も
大
差
が
出
な
い
と
す
れ
ば
、
変
化
を
認
め
る
法
律
制
定
に
協
力
し
て
取
り
組
む

」
と
だ
っ
て
あ
り
う
る
。

ウ
ル
グ
ア
イ
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、
利
権
機
会
が
政
党
間
で
大
差
が
な
か
っ
た
時
期
に
改
革
が

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

行
わ
れ
た
具
体
例
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
場
合
、
改
革
を
推
し
進
め
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
民
主
主
義
の
枠
組
み
を
脅
か
す
党
派

的
な
暴
力
で
あ
っ
た
。
現
職
政
治
家
は
誰
し
も
、
こ
の
暴
力
に
終
止
符
を
打
つ
効
果
を
持
つ
よ
う
な
改
革
に
関
心
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
政
党
聞
の
力
が
拾
抗
し
て
い
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
改
革
に
と
っ
て
ゆ
ゆ
し
い
障
害
は
、
政
治
の
私
物
化
で
あ
る
。

私
兵
化
し
た
支
持
者
仲
間
が
重
要
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
社
会
に
広
く
基
盤
を
置
い
た
改
革
の
実
現
は
難
し
く
な
る
。
ゲ
ツ
「
ア
イ
ス
に

よ
れ
ば

コ
ロ
ン
ビ
ア
や
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
、
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
が
政
治
家
と
政
党
の
聞
の
対
立
を
抑
之
、
当
該
選
挙
制
度
の

政治汚職・腐敗と民主主義

F
D
 

q
J
 

ハH
V

候
補
者
は
当
選
の
た
め
に
は
党
幹
部
の
歓
心
を
買
う
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
政
党
規
律
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

U
F
h
d
 

q合
U

「
町

υ
つdq

、υ「、υ学去大阪

も
と
で
の
投
票
が
改
革
の
努
力
を
推
し
進
め
た
。
拘
束
名
簿
式
の
場
合
、
名
簿
登
載
の
候
補
者
に
順
位
を
つ
け
る
の
は
政
党
で
あ
り
、

非
拘
束
名
簿
式
の
場
合
、
候
補
者
選
出
の
順
位
は
政
党
を
選
択
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
候
補
者
に
対
す
る
個
人
的
な
選
好
を
表

明
す
る
選
挙
民
が
決
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
一
政
党
の
政
治
家
同
士
が
競
争
す
る
こ
と
に
な
る
。
非
拘
束
名
簿
式
の
場
合
、
選
挙
民

や
選
挙
運
動
員
に
便
益
を
個
別
主
義
的
に
配
分
す
る
比
重
が
高
ま
る
の
で
、

と
り
わ
け
情
実
人
事
の
排
除
は
困
難
と
な
ろ
う
。
実
際
、

改
革
が
滞
っ
て
い
る
二
ヶ
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
チ
リ
は
非
拘
束
名
簿
式
を
採
用
し
て
い
た
。
閣
僚
聞
に
お
よ
そ
共
通
点
の
な
い
チ
リ
の
連

立
政
権
は
、
情
実
人
事
で
結
び
付
い
て
い
た
例
で
あ
る
。

だ
が
、
比
例
代
表
制
の
名
簿
式
を
、
拘
束
式
、
非
拘
束
式
と
対
比
し
て
考
え
て
も
、

そ
の
対
比
は
改
革
の
必
要
条
件
に
つ
い
て
の
も
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の
で
あ
り
、
十
分
条
件
に
つ
い
て
の
も
と
は
い
え
な
い
。
拘
束
名
簿
式
の
場
合
、

一
般
党
員
が
改
革
か
ら
損
を
す
る
こ
と
は
あ
り
そ
う

に
な
い
が
、
も
し
党
幹
部
が
違
法
に
私
腹
を
肥
や
し
た
り
、
地
位
を
悪
用
し
て
党
へ
の
カ
ネ
を
か
き
集
め
た
り
す
れ
ば
改
革
な
ど
は
起

翻

こ
り
ょ
う
が
な
い
。
も
し
党
幹
部
が
腐
敗
し
て
い
れ
ば
、
名
簿
記
載
順
位
を
牛
耳
る
こ
と
で
党
員
を
支
配
す
る
子
段
と
し
て
拘
束
名
簿

式
を
望
む
で
あ
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
が
た
と
え
腐
敗
し
て
い
な
く
と
も
、
党
指
導
者
は
党
イ
メ
ー
ジ
を
守
護
す
べ
く
力
の
弱
い
一

般
党
員
を
か
ば
う
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
強
さ
が
政
治
家
桐
々
人
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
監
視
活

動
を
弱
め
、
ま
た
立
法
上
の
便
宜
へ
の
見
返
り
に
献
金
を
受
け
取
る
政
治
家
を
有
難
が
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
汚
職
政
治
家
を
守
る

（

H
A）
 

こ
と
に
な
っ
た
。

ゲ
ッ
デ
ィ
ス
が
分
析
し
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
な
ん
ら
か
の
形
態
の
比
例
代
表
制
を
採
用
し
て
い
た
。
改
革

の
推
進
と
い
う
点
で
、
比
例
代
表
制
を
相
対
多
数
決
制
と
比
較
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

と
い
う
疑
問
も
起
こ
っ
て
よ
い
。

相
対
多
数
決
制
は
、
改
革
に
意
欲
的
な
幅
広
い
連
合
を
代
表
す
る
こ
つ
の
政
党
を
生
み
出
す
こ
と
が
往
々
に
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
、

明
快
な
答
え
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
与
野
党
の
政
権
交
代
が
起
こ
る
の
で
連
立
政
権
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
比
例
代
表
制
は
多
党
制
を

生
み
出
す
の
で
、
狭
い
利
益
を
代
表
す
る
政
党
や
不
安
定
な
連
立
政
権
の
可
能
性
を
高
め
る
。
相
対
多
数
決
制
の
方
が
、
信
頼
し
う
る

改
革
を
生
み
出
す
の
に
必
要
な
眼
を
有
す
る
政
府
を
生
み
出
す
可
能
性
は
、
高
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
経
験
に
は
総
じ
て
失
望
を
禁
じ
え
な
い
。
改
革
を
目
指
し
て
政
治
的
な
連
合
は
組
め
た
と
し
て
も
、

往
々
に
し
て
連
合
自
体
が
脆
弱
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

一
部
の
民
主
的
な
外
観
は
、
改
革
を
政
治
的
に
難
し
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

改
革
が
起
き
て
い
る
と
き
で
さ
え
、
持
ち
こ
た
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ゲ
ツ
「
ア
イ
ス
の
「
成
功
」
話
の
後
に
は
、
情
実
人
事
、
汚
職
、

非
効
率
の
再
現
、

と
い
っ
た
改
革
の
崩
壊
の
時
代
が
続
く
。
改
革
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
官
僚
シ
ス
テ
ム
の
ほ
ん

の
一
部
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
、
後
続
の
政
府
に
よ
っ
て
多
く
の
改
革
は
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
役
人
の
労
働
条
件
の
改
善
と
い
う
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政
治
的
に
は
難
し
く
な
い
改
革
は
継
続
さ
れ
、
ま
た
拡
充
も
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
変
更
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く

登
用
や
昇
進
が
伴
わ
な
い
限
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
本
格
的
な
改
革
と
は
い
え
な
い
。
彼
女
の
研
究
は
、
二
つ
の
基
本
的
な
結
論
を
導
き

出
し
て
い
る
。
第
一
は
、
「
民
主
主
義
」
な
る
言
葉
は
改
革
の
分
析
概
念
と
し
て
は
広
す
ぎ
る
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
選
挙
制
度
の
細

目
と
、
特
に
幅
広
い
公
共
的
な
価
値
を
考
え
る
べ
し
、

と
い
う
政
治
的
な
誘
因
が
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。
第
二
に
、
改
革
が
、

た
ま
改
革
に
と
っ
て
好
都
合
な
政
治
的
条
件
の
産
物
だ
と
す
れ
ば
、

そ
う
し
た
改
革
は
確
固
と
し
た
も
の
に
は
な
り
に
く
い
。
基
本
的

な
社
会
的
亀
裂
や
、
そ
う
し
た
亀
裂
が
政
府
構
造
に
い
か
に
反
映
さ
れ
る
か
が
、
改
革
の
耐
久
性
に
影
響
を
及
ぽ
す
。
改
革
を
持
久
力

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
第
一
段
階
と
し
て
は
改
革
が
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
維
持
し
、
促
進
さ
せ
る
改

革
支
持
者
を
一
人
で
も
多
く
生
み
出
せ
る
よ
う
に
、
改
革
自
体
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
米
の
改
革
の
歴
史
を
見
る
と
、
こ

の
問
題
の
解
明
に
役
立
つ
。
そ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
を
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
革
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
、
改
革

は
い
か
に
維
持
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

様
々
な
政
治
勢
力
が
桔
抗
し
て
い
た
点
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
英
米
両
国
で
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
改
革
が
起
こ
っ
た
時
代

は
、
両
国
と
も
選
挙
区
の
最
多
得
票
者
が
当
選
す
る
小
選
挙
区
相
対
多
数
決
制
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
、
政
権
交
代
を
も
た
ら

政治汚職・腐敗と民主主義

す
二
大
政
党
制
を
お
決
ま
り
の
よ
う
に
生
み
出
し
た
。
利
権
の
機
会
が
も
た
ら
す
利
得
は
政
治
集
団
間
で
大
差
は
な
く
、

ど
の
集
団
で

あ
れ
改
革
の
便
益
に
与
っ
た
。
強
い
政
党
規
律
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
は
、
個
人
的
な
利
得
漁
り
の
舞
台
を
制
約
し
た
。
国
会

議
員
は
彼
ら
の
選
挙
区
を
代
表
し
た
と
し
て
も
、
利
得
を
票
と
交
換
す
る
力
は
彼
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
世

（お）

紀
に
は
有
権
者
数
が
増
大
し
、
ま
た
多
く
の
小
規
模
な
選
挙
区
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
に
、
情
実
任
用
の
う
ま
み
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
党
規
律
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
改
革
を
妨
げ
、
イ
ギ
リ
ス
に
後
れ
を
と
っ
た
一
閃
で

あ
る
。
だ
が
、
大
統
領
は
執
行
府
の
長
に
単
独
で
選
出
さ
れ
る
た
め
、
情
実
任
用
と
サ
ー
ビ
ス
の
能
率
を
国
家
的
見
地
か
ら
眺
め
る
こ

た
ま

（阪大法学） 53 (1-317) 317〔2003.5〕
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と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ア
ン
ド
ル

l
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
支
持
者
た
ち
に
報
い
よ
う
と
情
実
任
用
制
度
を
発
展
さ
せ
た
。

ク
ソ
ン
は
、
猟
官
制
は
政
府
サ
ー
ビ
ス
を
民
主
化
し
、
牢
固
た
る
官
吏
た
ち
を
放
逐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
腐
敗
と
戦
え
る
と
信
じ
た
。

翻

と
こ
ろ
が
実
際
は
そ
の
逆
で
、
汚
職
の
広
が
り
は
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
世
紀
末
ま
で
に
チ
ェ
ス
タ
l
・
ア
l
サ
l
大
統

ペ
ン
ド
ル
ト
ン
官
吏
登
用
改
革
法
を
支
持
し
、

（お）

確
立
す
る
道
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
導
入
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
は
公
務
員
制
度
を

領
を
含
む
超
党
派
の
政
治
連
合
が

英
米
の
歴
史
的
事
例
は
と
も
に
、
投
票
者
の
聞
に
国
家
サ
ー
ビ
ス
の
能
率
と
公
正
さ
を
重
視
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
職
に
与
り
た
い
だ

け
の
集
同
が
存
在
す
る
場
合
、

そ
こ
に
発
生
す
る
緊
張
を
例
証
す
る
良
い
例
と
な
る
。
緊
張
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

一
つ
は
、
政

府
職
の
支
給
が
、
便
益
で
は
な
く
政
治
的
な
コ
ス
ト
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
の
緊
張
は
、
職
を
求
め
る
選
挙
民
と
能
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
望
む
選
挙
民
の
対
立
を
制
御
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
う
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
府
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
投
票
者
の

心
を
大
き
く
つ
か
み
だ
す
と
、
政
治
家
｜
｜
国
会
議
員
も
閣
僚
も
｜
｜
は
、
情
実
任
用
の
政
治
的
う
ま
み
を
疑
い
始
め
る
。

（幻）

英
米
で
は
、
政
治
家
は
、
公
職
求
職
者
に
対
処
す
る
た
め
に
費
消
す
る
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
に
愚
痴
を
こ
ほ
し
て
き
た
。

応
え
う
る
職
の
数
が
急
に
増
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
多
く
の
求
職
者
は
失
望
す
る
だ
ろ
う
。
不
満
な
連
中
や
そ
の
家
族
の
数
が
、
あ

て
が
う
こ
と
が
で
き
る
任
命
権
の
数
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
情
実
任
用
の
配
分
は
政
治
家
の
特
権
で
は
な
く
な
り
、

（お）

彼
ら
に
と
っ
て
は
た
迷
惑
な
仕
事
と
な
る
。
両
国
と
も
改
革
時
代
、
大
金
が
国
庫
に
転
が
り
込
ん
で
く
る
経
験
も
な
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、
財
政
的
な
制
約
に
よ
っ
て
職
の
分
配
が
政
治
的
に
割
高
に
な
っ
た
。
こ
の
点
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
の
状
況
は
興
味
深
い
。

ベ
ネ
ズ
エ

ラ
で
は
、
石
油
が
国
に
思
わ
ぬ
大
金
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
国
家
は
派
手
な
一
雇
用
を
続
け
、
そ
の
結
果
、
改
革
の
努
力
が
水
泡
に
帰
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
国
で
は
、
国
家
統
制
主
義
的
政
策
に
よ
っ
て
国
営
企
業
に
職
員
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
に
、
国
営
部
門

で
多
く
の
雇
用
者
を
必
要
と
す
る
。
国
営
部
門
の
規
模
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
情
実
任
用
の
経
済
的
コ
ス
ト
は
押
し
上
げ
ら
れ
る
が
、 ン

司’
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政
治
的
コ
ス
ト
は
下
が
る
。

英
米
の
改
革
政
治
家
は
、
よ
り
能
率
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
力
な
支
持
を
動
員
し
た
。

一
九
世
紀

の
事
業
経
営
者
は
、
郵
便
を
能
率
よ
く
配
達
す
る
郵
便
局
を
必
要
と
し
た
し
、
製
品
が
迅
速
に
税
関
を
通
過
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。
彼

ら
は
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
す
る
た
め
に
は
、
別
途
そ
の
都
度
、
関
税
の
上
乗
せ
を
厭
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
種
の
金
品
の
支

（判）

払
い
を
根
絶
す
る
制
度
を
総
じ
て
好
ん
だ
。
実
業
家
は
、
汚
職
も
あ
る
程
度
ま
で
な
ら
大
目
に
見
ょ
う
が
、
収
賄
の
レ
ベ
ル
が
尋
常
で

な
く
な
る
と
、

一
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
都
市
部
が
明
ら
か
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
抗
議
活
動
を
始
め
る
や
も
し
れ
な
い
。
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
改
革
は
、
収
賄
の
レ
ベ
ル
が
、
契
約
や
儲
け
の
一
O
%
か
ら
三
O
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
に
始
動
し
だ
し

（叫）た
。
発
展
途
上
国
・
移
行
国
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
勢
力
は
今
日
同
じ
よ
う
な
反
対
の
声
を
表
明
し
て
き
た
。
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

ラ
l
ル
大
統
領
の
突
然
の
失
脚
は
、
前
体
制
下
で
は
取
引
金
額
の
平
均
一
五
%
で
あ
っ
た
「
歩
合
」
を
、
四
O
%
に
引
き
上
げ
る
決
定

（必）

を
彼
が
行
っ
た
と
の
噂
で
早
ま
っ
た
。

要
す
る
に
、
政
治
指
導
者
に
と
っ
て
情
実
任
用
や
賄
賂
を
通
し
て
仕
事
や
契
約
を
分
配
す
る
コ
ス
ト
が
、
便
益
を
上
同
る
よ
う
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主
義
で
は
、
全
て
の
人
々
が
改
革
を
支
持
す
る
必
要
は
な
い
。
改
革
は
、

そ
れ
な
り
の

政治汚職・腐敗と民主主義

数
の
有
権
者
が
改
革
を
全
体
的
な
見
地
か
ら
利
益
を
も
た
ら
す
、

と
理
解
す
れ
ば
実
現
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
改
革
は
、
情
実
主
義

か
ら
政
治
家
が
利
益
を
得
る
力
を
制
約
す
る
投
票
ル

l
ル
を
と
る
政
府
や
、
権
力
が
政
治
的
な
複
数
の
集
団
を
交
差
す
る
よ
う
に
均
衡

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
の
可
能
性
が
高
く
な
る
に
違
い
な
い
。
特
に
比
例
代
表
制
の
場
合
、
拘
束
名
簿
式
は
非
拘
束
名
簿
式
よ

り
も
、
他
の
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
よ
り
良
い
は
ず
で
あ
る
。
強
力
な
二
大
政
党
を
生
み
出
す
相
対
多
数
決
代
表
制
が
、
安
定
し
た
政
府

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
改
革
は
進
む
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
は
、
強
力
な
政
党
が
不
在
の
ま
ま
一
九
世
紀
に
改
革
が

強
い
選
挙
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
独
立
し
て
選
挙
さ
れ
る
大
統
領
の
存
在
が
役
立
っ
た
が
、

そ
れ
以

実
現
し
た
。
そ
の
成
功
に
は
、

コ
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訳

外
に
も
、
有
権
者
や
十
分
に
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
た
営
利
企
業
の
比
重
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
、
説
明
の
一
部
と
な
ろ
う
。

五

三ゐ、
両岡

来吉

翻

民
主
的
な
選
挙
が
、
常
に
腐
敗
の
治
療
法
と
は
限
ら
な
い
。
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
は
、
特
殊
利
益
の
影
響
力
に
弱
い
も
の
も
あ
る
。

狭
い
利
益
に
基
づ
く
集
団
が
権
力
を
行
使
す
る
と
き
、
合
法
的
手
段
を
使
う
集
団
も
あ
れ
ば
、
不
正
な
手
段
を
使
う
集
団
も
存
在
す
る
。

戦
術
の
選
択
は
、

そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
性
質
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
う
る
。
ど
の
よ
う
な
民
主
政
で
あ
れ
、
競
争
的
な
選
挙
は
、
野

党
候
補
者
が
汚
職
現
職
者
の
化
け
の
皮
を
は
が
そ
う
と
す
る
誘
因
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
汚
職
の
抑
制
に
役
立
つ
。
だ
が
、
選
挙
資
金
の

調
達
の
必
要
性
は
、
専
制
体
制
下
で
は
あ
り
え
な
い
特
殊
利
益
を
利
す
る
新
た
な
誘
因
を
持
ち
込
む
。
こ
れ
ら
の
誘
因
は
、
選
挙
運
動

が
も
し
投
票
者
に
個
別
化
し
た
便
益
を
配
分
す
る
と
す
れ
ば
｜
｜
す
な
わ
ち
政
治
家
が
投
票
者
を
買
収
し
よ
う
と
す
れ
ば
｜
｜
、

に
割
高
に
な
る
。

選
挙
活
動
へ
の
違
法
な
献
金
や
政
治
家
の
汚
職
は
、
民
主
的
な
シ
ス
テ
ム
を
密
か
に
蝕
む
。
た
と
え
富
裕
な
個
人
や
、
企
業
か
ら
の

賄
賂
が
、
政
治
家
個
人
の
銀
行
口
座
で
は
な
く
、
選
挙
対
策
委
員
会
、
政
党
、
投
票
者
を
利
す
る
と
し
て
も
、
秘
密
で
違
法
な
賄
賂
の

支
払
い
は
、
歪
ん
だ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
違
い
な
い
。
賄
賂
は
、
立
法
上
の
、
あ
る
い
は
規
制
的
な
便
益
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。
だ
が
、
賄
賂
の
有
効
性
は
、
立
法
・
執
行
過
程
の
あ
り
方
に
左
右
さ
れ
る
。
汚
職
企
業
や
地
位
を
悪
用
す
る
人

聞
は
、
個
人
や
企
業
に
特
定
的
な
便
益
の
獲
得
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ご
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
選
挙
は
賄
賂
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
十

分
と
は
い
え
な
い
。
市
民
監
視
の
他
の
子
段
が
政
府
の
答
責
性
を
保
つ
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
民
主
的
な
政
府
は
、
不
正
な
誘
因
を

制
約
す
る
明
確
な
方
針
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

改
革
は
、

そ
れ
ま
で
の
変
化
を
無
に
帰
そ
う
と
す
る
企
図
に
抵
抗
す
る
新
た
な
支
持
者
を
生
み
出
す
と
き
に
は
可
能
と
な
り
、
制
度

阪大法学） 53 (1-320) 320〔2003.5〕

特



記
。
践
例
。

F
封
冊
ど
な
世
；
~
な
お
今
年

J矧
Int;＝

予
約
中
小

(illJ心
。
ト
ヤ
小
堀
E遣時下

J!2
布

v
お
の
。
摺
it!AJ

都
側
な
部
砕

!1-1[
士
い
な
器
N

弐e
ヰ説草

!2
’
首
位
さ
な
太
平

J
G;Wl刊

訂
作
＜

:ltt将
~
酬
陳
レ
雨
時

1）刈
今
年

li'.f掘
J
ド
二
時
。
ム

J=--.,Q土
’
部
紳
士
主
’
回
K:tと

な
出
洩
匹
余

~!J:!::醤ム
4

i
議
悟
出
。
E

之ムム唱，
r-!1古

霊
峰
!
l
~
t調
今
年
）
~
ヨ
ヨ
い
お
♂
当
’

4ト
睦
｛

l!j(忠
匪
~
鷺
ト

{01JAJ!l..L{,
ゃ
い
~
柑

~..，.µ.（！ι
0
~
ど
ト

OAJ!l;\f!心
F

時，，ト
....J.（！剤

治
ト
榊
草

·~
~
握

。
ゆ
~
!
1
お
の
レ
崎
。
小
。
州
、
v
-
G
部
神
祖

＊＇i'.f!l~
ニ
ド
’
リ
小

....J.（！！昌
也
二
期
糾
欄
鞘
~

tn:filAJ
布三：－－＇

思
止
ま
思
柑
！
長
e
単

1三
!1に
状
態
や

In'~~輩
、
ρ司
ド
V

トZo~ミ.，.µ_j~二
羽
二
。
出
，
同
，
同

i縦士主’
定
審

G:lE~長
出
手
ノ
!2ヤ

ニ
ミ
ミ
’

出
，
同
宰
守
と
も
堪
明

〔目的CCN〕回目的（

Hai
－）門出（卦潟《盛）

!2
’

 ~!J:!::醤
紫
首
長
~
t
平
込

Jj判
〈
ヤ
ゅ
よ
l-£!.1治

国
何
人
J
W
平；

t-0総必需主と今年！
HJ::~尚

早J約
時
な
や
母
子
。
。

(
 

.-<) 

58. 

(
N
)
 
F
r
e
d
 
S. 

M
c
C
h
e
s
n
e
y
,
M
o
n
e
y
 for 

Nothing:Politicians,Rent 
Extraction.and 

Political 
Extortion.Cambridge, 

M
A
:
H
a
r
v
a
r
d
 University Press,1997;Rose-Ackerman,ibid., pp.48-51. 

（的）
A
r
e
n
d
 Lijphart,Democra

り
in

Plural 
Societies,N

巴w
H
a
v
e
n
:
Y
a
le

 University Pres
,1977

.K
ヨ
釈

-If<，区
r~1
日
記

~flGiト
時

Jそ
＼
！
ト
，
入
ー
』

111
l
 ilfljmJU!S

’
 
l
~
与
J
~
叶

。

（司）
Lani Guinier, T

h
e
乃

ranny
of the 

Majority ,
N
e
w
 Y

 or
k
:
T
h
e
 Free Press,1994.

緩
巴
蛍
咽
区

『州
議
長

G
lH!伊豆

』
蒸

！詰
緯
’

l
兵
キ
ミ
ギ
社
必
）
~
吋
。

（山）
D
o
n
a
l
d
 H
o
r
o
w
i
t
z
.Ethnic

 Groups in 
Conflict,

Berkeley,CA:University of California Press,1985
.

 

（坦）
W
i
l
l
i
a
m
 
Eastely 

a
n
d
 R
o
s
s
 Levine，“

Africa
’s

 Gr
o
w
t
h
 Tragedy:Policies 

a
n
d
 Ethnic 

Divisions，＇’
Q
uarterly 

journal of Economics,Vol.112,1997,p.1203. 

(
 

t-) 
L
a
r
r
y
 D

i
a
m
o
n
d
，“
N
igeria’s

 P
e
rennial 

Struggle 
against 

Corruption:Prospects 
for 

the 
T
h
i
r
d
 
R
epublic

，＇’
 

C
o
r
nψ

tion 
a
n
d
 Re/orm,Vol.7,1993,p.215;Larry D

i
a
m
o
n
d，“

Nigeria:The U
n
c
i
v
ic 

Society a
n
d
 the D

e
s
cent 

into 

Praetorianism,"in L
a
r
r
y
 D
i
a
m
o
n
d
,
J
u
a
n
 Linz

,
 an
d
 S
e
y
m
o
u
r
 M
a
r
t
i
n
 Lipset,eds.

,P
o
litics 

in 
D
eveloρ

ing 
C
o
u
n
-

S
u
s
a
n
 Rose-Ackerman,Corruρ

tion:A 
Study

 in 
Political 

E
c
o
n
o
my

 ,N
e
w
 Y

 or
k
:
A
c
a
d
e
m
i
c
 Press, 

1978
,p
p
.1
5-

掛怖州州出日～一援墜・箆州民間滞蛍



〔凹．20N〕NN閃（Na－－）巴（が斑ベぎ）

tries: C
o
mρ
aring E

xρ
eriences 

with 
Democracy,2nd edition,Boulder,CO:Lynne Rienner Publishing,1995,p.417. 

(
 

oo) 
Horowitz.Ethnic Groups ,

 
oρ
.cit. 

(
 

0>) 
K
e
v
i
n
 S
a
c
k
，“
A

 Road-Building Scandal For
℃
es 

a
 Go
v
e
r
n
o
r
’s

 Ha
n
d
，”
N
e
w
 York 

Times.January 14,1998,A 

10. 

（宮）
Allison 

R. 
Q
u
i
n
n
，“
National 

C
a
m
p
a
i
g
n
 Finance 

L
a
w
s
 in 

C
a
n
a
d
a
.
J
a
p
a
n
 a

n
d
 the 

United 
States

，
”
刷
所

lk

Transnational L
a
w
 ]ournal,Vol.20,1996,pp.193,197 &

 230. 

（口）
Jbid.,p.231. 

（出）
W
o
l
f
g
a
n
g
 Seibel

，“
Corruption in 

the Federal Republic of G
e
r
m
a
n
y
 before a

n
d
 in 

the W
a
k
e
 of Reunifica-

ti 
o
n
，”

in 
Donatella della Porta a

n
d
 Y
v
e
s
 M

邑
ny,eds.,Democracy

a
n
d
 C
o
r
r
uρ
lion 

in 
Europe,London:Pinter,1997, 

pp.85 &
 94. 

（口）
J
a
m
e
s
 M

.
 Snyder,Jr.

,"
L
o
n
g
-
T
e
r
m
 Investing in 

Politicians:Or,Give Early.Give Often
，＇’
］
o
u
r
叩

1
of L

a
w
 a
n
d
 

Economics,Vol.35,1992,p.15
.

 

（ヨ）
A
m
i
t
a
i
 Etzioni,Caρ

ital 
C
o
r
r
uρ
tion:The 

N
e
w
 Attack 

o
n
 A
m
e
r
i
c
a
n
 D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
N
e
w
 Brunswick,N]:Trans-

action Publications,1988. 

（巳）
Silvia 

Colazingari 
&
 S
u
s
a
n
 
R
o
s
e
-
A
c
k
e
r
m
a
n
，“
Corruption 

in 
a

 Paternalistic 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
:
L
e
s
s
o
n
s
 
f
r
o
m
 

Italy for Latin A
m
e
r
i
c
a
，＇’
Political Sα

・ence 
Quarterly

,Vol.113,1998,p.447. 

（~ミ）
D
o
n
a
t
巴
Ila

della 
Porta

，‘‘
Actors in 

Corruption: Business 
Politicians 

in 
Italy," Internati 

]ournαl,Vol.48,1996
’pp.354 358. 

（巳）
Ibid.,pp.358-360, 

（~） 
Colazingari &

 R
o
s
e
 A
c
k
e
r
m
a
n
，“
Corruption in 

a
 Paternalistic D

e
m
o
c
r
a
c
y
,
"
 op.cit. 

（吉）
R
o
s
e
-
A
c
k
e
r
m
a
n
,
C
o
r
n
ψ

tion, op. cit .,pp.33-45. 

（自）
W
i
l
l
i
a
m
 ]. 

Connolly
，“
H
o
w
 L
o
w
 C
a
n
 Y
o
u
 G
o
?
 State C

a
m
p
a
i
g
n
 Contribution Limits a

n
d
 the First A

m
e
n
-

d
a
m
e
n
t
，＇’
Boston 

Universzか
L
a
w
Review,Vol.76,1996,pp.483 &

 496. 

指富量



〔

m・2R
〕円N的（的N円lH）門的（糾お刊日帆盛）

（目）
Q
u
i
n
n
，“
National C

a
m
p
a
i
g
n
 F
i
n
a
n
c
e
 L
a
w
s
,
"
 aρ

.cit 
.,pp.207-208. 

（~） 
Colazingari &

 R
o
s
e
-
A
c
k
e
r
m
a
n
，“
Corruption in 

a
 Paternalistic D

e
m
o
c
r
a
c
y
，＇’
op.cit. 

（~） 
J
a
c
k
 
K
o
s
z
c
u
k
，“
N
o
n
s
t
o
p
 
Pursuit 

of 
C
a
m
p
a
i
g
n
 
F
u
n
d
s
 
Increasingly 

Drives 
the 

S
y
s
t
e
m
，”
Congressional 

Quarterly,April 
5,1997,pp.770-774;Adam 

S. 
T
a
n
e
n
b
a
u
m
，“
D
a
y
 
v. 

Holahan:Crossroads 
in 

C
a
m
p
a
i
g
n
 
Finance 

Jurisprudence
，＇’
Georgetown L

a
w
 ]ournal,Vol.84,1995,pp.151. 

（認）
Q
u
i
n
n
，“
National C

a
m
p
a
i
g
n
 F
i
n
a
n
c
e
 L
a
w
s，”。

ρ
.cit

.,pp.212 216. 

（~） 
Herbert 

E
.
A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
R
巳f
o
r
m

a
n
d
 
Reality:The 

Financing 
of 

State 
a
n
d
 
Local 

C
a
m
p
a
i
g
n
s
,
N
e
w
 
York: 

T
w
e
n
t
i
e
t
h
 C
e
n
t
u
r
y
 Fund,1991,pp.76-78,110. 

（~） 
K
o
s
z
c
u
k
，“
N
o
n
s
t
o
p
 Pursuit of C

a
m
p
a
i
g
n
 F
u
n
d
s
，＇’
oρ
.cit.;Colorado 

Republican Federal C
a
m
p
a
i
g
n
 Commit・ 

tee v. 
Fedearl Election Commission,518 U.S.604,116 S.Ct.2309 (1996) 

（民）
A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
R
巳form

a
n
d
 Realiか，

oρ.
cit .,pp. 76-

78. 

m
)
 

Connolly
，“
H
o
w
 L
o
w
 C
a
n
 Y
o
u
 G
o
？，”。

ρ
CZ・t.

(gj) 
T
a
n
e
n
b
a
u
m
，“
D
a
y
 v. 

H
o
よa
h
a
n
，＇’op.cit.

（宕）
W
e
r
n
e
r
 Kaltefleiter &

 Karl-Heinz N
a
β
m
a
c
h
e
r
，“
D
a
s
 Parteiengesetz 1

9
9
4
-
R
e
f
o
r
m
 der kleinen schritte

，” 

Zei・お
chr

：が
j後

r
P
a
r
l
a
m
e
n
おjシ・ag

，仰，
Vol.25,1994,S.253;Quinn

，“
National

C
a
m
p
a
i
g
n
 Finance L

a
w
s
，”
op.cit. 

（お）
~
，
ペ
~
’
川
＇
＊
＞
舟
＼
芝
：
！
！
’
主
~
(' 
.（！

件
後
！
ト
ャ
ト
・

4ヤ
中

入
て

一
入
＜
G
毒事
4司
令
（
坦

Q
許

騒
如

.;nJj箔
主
主
鰻
栴

!1<-1
脳
会

ι
£＇
ff>(

喧
...J

.(! 

(
T
a
n
e
n
b
a
u
m
，“
D
a
y
 
v. 

H
o
』a
h
a
n
，”。

ρ.cit.,p.156
）。

f
)5；

里
塁
側
当
’
脳
出

G11:m$.署（；；
-OI召

G
＊
時
西
日
地
区
ヤ
伶
人

J...J
い’

j明
年
毛
主
出
鴨

緑
字

1主
1」

ι~
（＇い田揺れJζ；.（！~

’
j朝
来

E降
1n！＃議：！！

I
 J
 （：＇；~1')!1

芋
劣
化

Jf-...Jい
ニ
ω
ニ
（

ibid.,p.152）
。
ヰ
！
~
’
時

t-O~f兵士主’
川’＊士＼舟＼

三空自：！！’
主古書E主

主
提
唱
知
和
主
~J惚
ヤ

t-0
(:'; 

！.」母〈吉さ
...J.(!'

A
l
堤

纏
...J

.（！
。

I
 -F-Fl 1掛

J
~
饗
溢
提
唱
惇
：
！
！
’

岩
童
手
是
正
籍
料
叫
三
子
、

;iif;:1
Ii←

L
 

tミキ＊－＇－＂＜
-1
臨
今
年
JI｛！＞（士長（＇

.（！（：＇；~~
時

0
1
)
 (;;1J~!1

や
ニ
い
：
！
！
’

Joel
A. 

T
h
o
m
p
s
o
n
 
&

 
G
a
r
y
 
F. 

Moncrief,Campaig
η

 

Finance in 
State Legislative Elections

爪
Tashington

DC.:Congressional Quarterly Books,1998,p.225
和

総
監

約
平
；.（！

（
~
）
 

岬附川竹川何回刈援悠・饗党四存者
B
r
u
c
e
 A

c
k
e
r
m
a
n
，＇℃

rediting the Voters:A N
e
w
 Beginning for 

C
a
m
p
a
i
g
n
 Finance

，＇’
T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 Pros 



〔目的gN〕詩的（詩的同）門的（朴潟《選）

ρ
ect ,No. 13,1993,p. 71. 

（詰）
B
a
r
b
a
r
a
 G
e
d
d
e
s，“

A
 G
a
m
e
-
T
h
e
o
r
e
t
i
c
 M
o
d
e
l
 of R

e
f
o
r
m
 in 

Latin A
m
e
r
i
c
a
n
 D
e
m
o
c
r
a
c
i
e
s
，＇’
A
m
e
r
i
c
a
n
 Polit-

ical 
Science 

Review,Vol.85,N o.2,1991,p.37l;Barbara 
Geddes,Politician

云
Dilemma.Building

State 
Capaciか

in

Latin America,Berkeley,CA:University of California Press,1994. 

（話）
Seibel

，“
Corruption in 

the Federal Republic of G
e
r
m
a
n
y，”。

ρ.cit.,p.95.

（日）
H
e
n
r
y
 Parris,Constitutional 

Bureaucracy:The 
Develoρ

m
e
n
t
 
of 

Britお
h

Central 
Administration 

since 
the 

Eighteenth Century,London:George Allen &
 Unwin,1969. 

（
~
）
 

R
o
b
e
r
t
 M
a
r
a
n
t
o
 &

 D
a
v
i
d
 Schultz,A 

Short 
Histo

η
of 

the 
United 

States 
Civil 

S
e
n
i
c
e
,
L
a
n
h
a
m
,
M
D
:
U
n
i
 

versity Press of America,1991,pp.30-36 &
 50-55. 

（お）
N
o
r
m
a
n
 Chester, T

h
e
 English Administrative 

System 
1
7
8
0
 1870,0xford:Clarendon Press,1981,pp.155 156; 

R
o
n
a
l
d
 N. J

o
h
n
s
o
n
 &

 G
a
r
y
 D. 

Libecap
，＇‘
P
a
t
r
o
n
a
g
e
 to 

Merit a
n
d
 Control of the Federal L

a
b
o
r
 F
o
r
c
e，”

E
x
p
 lo-

rations 
in 

E
c
o
n
o
m
i
c
 
Histo

η
，Vol.31,1994,p.9l;Maranto 

&
 Schultz,ibid.;Parris,Constitutional 

Bureaucracy,op. 

cit.,pp.50-79. 

（詔）
Chester, ibid .,pp.155 

156;Parris, ibid .,p. 71. 

（号）
Geddes, Politician's D

i
l
e
m
m
a
,
 oρ

.cit. 

（ミ）
J
o
h
n
s
o
n
 &

 Libecap
，“
P
a
t
r
o
n
a
g
e
 to 

Merit a
n
d
 Control," op.cit. 

（可）
M
o
n
t
e
 
A. 

Calvert，“
T
h
e
 Manifest 

Functions 
of 

the 
M
a
c
h
i
n
e，”

in 
B
r
u
c
e
 
M
.
 
Steve,ed., U

r
b
a
n
 
Bosses, 

Machines,and Progressive R
e
j
o
r
m
,
L
e
x
i
n
g
t
o
n
,
M
A
:
D
.
C
.
H
e
a
t
h
 &

 Co.,1972,p.44. 

（む）
D
a
v
i
d
 Fleischer

，“
Political 

Corruption in 
Brazil

，＇’
C
r
i
m
e
,
L
a
w
 
&

 Social 
Change,Vol.25,1997,pp.297 

&
 302; 

L
u
i
g
 Manzetti 

&
 Charl

巴s
B
l
a
k
e，“

M
a
r
k
e
t
 R
e
f
o
r
m
s
 a

n
d
 Corruption in 

Latin 
A
m
e
r
i
c
a
:
N
e
w
 M
e
a
n
s
 for 

O
l
d
 

W
a
y
s，”

Review of International Political Economy,Vol.3,1996,pp.662 &
 676. 

vm 羅


